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研究成果の概要（和文）：本研究では、他者の幸福への関心に基づき恩恵をやり取りすることを目指す共同的動
機が親密関係において本人とパートナーの幸福感に悪影響をもたらす可能性とギブアンドテイクのルールに基づ
く交換的動機が幸福感を増進する可能性について検討した。研究期間の3年間に、恋人のいる個人および夫婦カ
ップルを対象に4つの調査研究を行った。その結果、パートナーである恋人や配偶者の応答性を知覚できない場
合、共同的動機が強いことによる幸福感の増進効果が認められにくいことが明らかになった。また、パートナー
の応答性に応じて交換的動機を柔軟に調整することが、本人の幸福感を高めることに寄与していることが示唆さ
れた。

研究成果の概要（英文）：The present study examined the possibility that communal motivation, which 
motivate individuals to exchange benefits based on concern for the welfare of others, may negatively
 affect the well-being of the individual and his or her partner in intimate relationships, and that 
exchange motivation, which is based on the norm of reciprocity, may enhance their well-being. During
 the three-year research period, four survey studies were conducted with individuals in romantic 
relationships and married couples. The results showed that the well-being promoting effects of 
communal motivation often disappeared when individuals perceived their partner responsiveness was 
low. It was also suggested that flexible adjustment of exchange motives according to perceived 
partner responsiveness contributed to the enhancement of one’s well-being.

研究分野： 社会心理学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの社会心理学の研究では、親密な人間関係では共同的動機に基づく恩恵のやり取りが理想であり、主観
的幸福感と関係の良好さを高めるとされてきた。それに対して本研究は、パートナーの応答性を期待しにくい親
密関係では、理想の追求が個人と関係の幸福に良い影響をもたらしにくいこと、また、親密関係の理想とされて
いない交換的動機を状況に応じて増減させることが個人と関係の幸福に寄与することを示した点で学術的意義が
ある。さらに、家事を行う動機が本人とパートナーに及ぼす影響とその調整要因を実証的に明らかにしたこと
は、日常生活の中で幸福を維持・増進するための方法の提案につながる社会的意義のある知見と考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 夫婦関係や恋人関係といった親密な人間関係は、物の貸し借りから情緒的なサポートの授受
にいたるまで様々な恩恵のやり取りが行われる場であり、そのやり取りは我々の心身の健康と
密接に関係している（Baumeister & Leary, 1995; Slatcher & Selcuk, 2017）。恩恵のやり取りは一定
のルールに則って行われ、親密関係では、相手が幸せであるかどうかに強い関心を持ち、相手が
必要とするときには、必要とするものを見返りを求めずに与えることが理想的であると我々は
考えている（Clark et al., 2010）。このような共同的動機に基づく恩恵のやり取りは、関係を良好
なものにするとともに、個人の主観的幸福感を高めることが明らかになっている（Le et al., 2018）。
しかしその一方で、相手の欲求に対して過剰な関心を持ち、自己の欲求を軽視することは、個人
と関係の well-being を低下させることも知られている（Fritz & Helgeson, 1998）。本研究は、1）
どのような条件のときにどのようなメカニズムで、相手のことを思った恩恵のやり取りが個人
と関係の well-being を低下させるのか、2）どうすればその悪影響を防ぐことができるか、を明
らかにするために計画された。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、親密関係における共同的動機が個人と関係の well-being を低下させる条件とメカニ
ズム、そしてその対処方法について、「2 つの動機の調節」という視点から検証することを目的
とした。特定の親密関係において相手が自分の欲求に受容的に応じてくれない危険性（非応答性
リスク─宮崎, 2015; Miyazaki, 2017）が高いかどうかを、共同的動機が本人と関係相手に悪影響
をもたらすかどうかの調整要因と位置づけ、関係相手の応答性を低く知覚している場合には、共
同的動機よりもギブアンドテイクの恩恵のやり取りを目指す交換的動機を用いることが、本人
及びパートナーにおける個人と関係の well-being の持に有用であることを検討した。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、研究期間の 3 年間に社会人を対象とする 4 つの Web 調査を行った。いずれの調査
も民間の調査会社に委託して実施した。 

2018 年 11 月に実施した調査 1 では、調査会社が保有するモニターのうち、20 代〜30 代で 3
ヶ月以上交際している恋人がいる 516 名（男性 258 名、女性 258 名）から回答を得た。この調査
では、対人関係全般における共同的動機の強さ（共同志向性）が本人の主観的幸福感（人生満足
度、ポジティブ感情、ネガティブ感情の 3 つで測定）と関係満足度に影響するという個人内プロ
セスが、パートナーの応答性を知覚する程度によって調整されるかどうかを検討した。 

2018 年 12 月に実施した調査 2 では、調査会社が保有するモニターのうち、結婚して配偶者と
同居しており、本人と配偶者がペアで調査に参加可能であると回答した 30 代と 40 代の成人 515
名とその配偶者から回答を得た。夫婦間での回答の齟齬や DQS（Directed Questions Scale）への
回答に基づき、205 組の夫婦カップルのデータを分析対象とした。この調査では、共同志向性が
本人および配偶者（パートナー）の主観的幸福感（人生満足度、ポジティブ感情、ネガティブ感
情）と関係満足度に影響するという個人内・個人間プロセスが、本人による配偶者の応答性知覚
によって調整されるかを検討した。 
 2020 年 1 月に実施した調査 3 では、調査会社が保有するモニターのうち、結婚して配偶者と
同居しており、夫婦の両者がフルタイムで働いており、本人と配偶者がペアで調査に参加可能
であると回答した 30 代〜50 代の成人 444 名とその配偶者から回答を得た。夫婦間での回答の齟
齬や DQS への回答に基づき、397 組の夫婦カップルのデータを分析対象とした。この調査では、
調査 2 と同様に共同志向性の影響について検討するとともに、1）関係固有の共同的動機の強さ
として家庭内で家事を行う際の共同的動機を測定し、関係固有の共同的動機が本人と配偶者の
主観的幸福感と関係満足度に影響する個人内・個人間影響プロセスが、本人による配偶者の応答
性知覚によって調整されるか、2）家事における交換的動機が本人と配偶者の主観的幸福感と関
係満足度に影響する個人内・個人間影響プロセスが、本人による配偶者の応答性知覚によって調
整されるか、を検討した。 
 2020 年 11 月に実施した調査 4 では、調査会社が保有するモニターのうち、結婚して配偶者と
同居しており、夫婦の両者がフルタイムで働いており、本人と配偶者がペアで事後調査を含む
9 日間連続の調査に参加可能であると回答した 20 代〜50 代の成人 600 名とその配偶者に対し
て、8 日間の日誌法調査の各調査と 1 回の事後調査へのリンクを送付した。夫婦のそれぞれの回
答日数、夫婦間での回答の齟齬や DQS への回答に基づき、175 組の夫婦カップルのデータを分
析対象とした。日誌法調査では、その日の配偶者の応答性知覚、その日の家事における共同的動
機と交換的動機（家事をしたと回答した人のみ）を測定し、事後調査では主観的幸福感と関係満
足度、媒介変数（過去 8 日間の家事に対する感情、基本的心理欲求充足）を測定した。この調査
によって、毎日の生活の中での配偶者の応答性の知覚に応じて家事における共同的動機と交換
的動機を調整していることが、本人と配偶者（パートナー）の主観的幸福感と関係満足度に影響
するという個人内・個人間プロセスを検討した。 
 



４．研究成果 
（1）共同志向性が本人の主観的幸福感と関係満足度に影響する個人内プロセス 

① 恋人データ（調査 1） 共同志向性が本人のポジティブ感情（過去 1 ヶ月に経験した感情と
して測定）と恋人との関係への満足度（関係満足度）に及ぼす影響は、恋人の応答性の知覚によ
って調整されることが示された。恋人の応答性を高く知覚している場合は、本人の共同志向性が
高いほど、本人のポジティブ感情が強く、また、本人の関係満足度が高い傾向があった。一方、
恋人の応答性を低く知覚している場合、本人の共同志向性は本人のポジティブ感情と関係満足
度に影響していなかった。この影響を媒介する変数について検討したところ、恋人に恩恵を提供
する際に感じた本来感（自分らしさ）が媒介していることが示された。つまり、恋人の応答性を
高く知覚している場合は、本人の共同志向性が高いほど、恋人のためになることをしたときに本
来感を感じやすく、それを媒介して、本人のポジティブ感情と関係満足度が促進されていた。一
方、恋人の応答性を低く知覚している場合は、このような媒介効果は認められなかった。この結
果は、The 2020 Annual Convention of Society for Personality and Social Psychology において発表さ
れている。 

② 夫婦ペアデータ（調査 2） 共同志向性が本人の主観的幸福感と関係満足度に及ぼす影響に
ついて、配偶者（パートナー）への影響を同時に検討した調査 2 では、妻の共同志向性が妻本人
のポジティブ感情（過去 1 ヶ月に経験した感情として測定）に及ぼす影響が、妻による配偶者の
応答性の知覚によって調整されることが示された。妻が配偶者の応答性を高く知覚している場
合は、妻の共同志向性が高いほど、妻本人のポジティブ感情が強かった。一方、妻が配偶者の応
答性を低く知覚している場合、妻の共同志向性は妻本人のポジティブ感情に影響していなかっ
た。この結果は上記の調査 1 と類似した結果であった。ただし、配偶者に恩恵を提供する際に感
じた本来感は、この影響を媒介していなかった。この結果は、日本社会心理学会第 60 回大会に
おいて発表されている。 

③ 夫婦ペアデータ（調査 3） 共同志向性が本人の主観的幸福感と関係満足度に及ぼす影響に
ついて、調査 2 と同様の方法で分析した調査 3 では、妻の共同志向性が妻本人の人生満足度に及
ぼす影響が、妻による配偶者の応答性の知覚によって調整されることが示された。妻が配偶者の
応答性を高く知覚している場合は、妻の共同志向性が高いほど、妻本人の人生満足度が高かった。
一方、妻が配偶者の応答性を低く知覚している場合、妻の共同志向性は妻本人の人生満足度に影
響していなかった。この結果は上記の 2 つの調査と類似した結果であった。この影響を媒介する
変数について検討したところ、配偶者に恩恵を提供する際に感じた本来感（過去 1 週間に行った
家事に対する感情として測定）が媒介していることが示唆された。つまり、妻が配偶者の応答性
を高く知覚している場合は、本人の共同志向性が高いほど、過去 1 週間で家事をしたときに本来
感を感じやすく、それを媒介して、妻本人の人生満足度が促進されていた。一方、配偶者の応答
性を低く知覚している場合は、このような媒介効果は認められなかった。 

④ まとめ  他者の幸福への関心に基づき、他者の必要性に応じて見返りを求めずに恩恵を提

供しようとし、また、他者も自分に対してそのように対応することを求める共同志向性の強さは、

どのような関係においても本人の主観的幸福感を高めるわけではなく、パートナーが自分の気

持ちや欲求に受容的に応答することを期待できないような関係では、パートナーに対する恩恵

提供を自分の義務のように感じやすくなり、主観的幸福感が促進されなかったと推測される。 
 

（2）共同志向性がパートナーの主観的幸福感と関係満足度に影響する個人間プロセス 
① 夫婦ペアデータ（調査 2） 共同志向性がパートナーの主観的幸福感と関係満足度に及ぼ

す影響について、本人への影響を同時に検討した調査 2 では、夫の共同志向性が妻のネガティブ
感情に及ぼす影響が、本人による配偶者の応答性知覚によって調整されることが示された。夫が
妻の応答性を高く知覚している場合は、夫の共同志向性が高いほど、パートナーである妻のネガ
ティブ感情が強かった。一方、夫が妻の応答性を低く知覚している場合は、夫の共同志向性が高
いほど、パートナーである妻のネガティブ感情は弱かった。これはパートナーの応答性を高く知
覚している場合に、共同志向性が強いことがパートナーの主観的幸福感を低下させる可能性を
示すものであり、予測に反する結果であった。調査 2 で測定した変数について、この影響を媒介
する変数は認められなかった。この結果は、日本社会心理学会第 60 回大会において発表されて
いる。 

② 夫婦ペアデータ（調査 3） 共同志向性がパートナーの主観的幸福感と関係満足度に及ぼす
影響について、調査 2 と同様の方法で分析した調査 3 では、夫と妻の共同志向性がパートナーの
関係満足度に及ぼす影響が、本人による配偶者の応答性知覚によって調整されることが示され
た。夫と妻が配偶者の応答性を高く知覚している場合は、夫と妻の共同志向性がパートナーの関
係満足度に影響していなかった。一方、夫と妻が配偶者の応答性を低く知覚している場合は、夫
と妻の共同志向性が高いほど、パートナーの関係満足度が低下していた。これはパートナーの応
答性を低く知覚する場合に、共同志向性が強いことがパートナーの関係の well-being を低下させ
る可能性があることを示すものであり、予測と一貫する結果であった。調査 3 で測定した変数に
ついて、この影響を媒介する変数は認められなかった。 

③ まとめ  パートナーが自分の気持ちや欲求に受容的に応答することを期待できない場合

に、共同志向性の強さがパートナーの関係に対する評価に悪影響をもたらす可能性が示唆され



た。ただし、2 つの調査の結果は一貫しておらず、共同志向性がパートナーの主観的幸福感と関

係満足度に影響する個人間プロセスについては十分に明らかにできなかった。 
 
（3）関係固有の共同的動機が本人とパートナーの主観的幸福感と関係満足度に影響する個人
内・個人間プロセス 
 夫婦ペアデータ（調査 3）について、共同志向性と同様の影響が関係固有の共同的動機（過去
1 週間で行った家事における動機として測定）においても認められるのかを検討した。 

① 個人内プロセス 家事における共同的動機が本人の主観的幸福感と関係満足度に及ぼす
影響について上記と同様の方法で分析した結果、（1）の③と類似した結果として、妻の共同的動
機が妻本人の人生満足度に及ぼす影響が、妻による配偶者の応答性の知覚によって調整される
ことが示された。妻が配偶者の応答性を高く知覚している場合は、妻の家事における共同的動機
が強いほど、妻本人の人生満足度が高かった。一方、妻が配偶者の応答性を低く知覚している場
合、妻の共同的動機は妻本人の人生満足度に影響していなかった。この影響を媒介する変数につ
いて検討したところ、家事を行う際に感じた本来感の媒介効果は認められなかった。一方、配偶
者の基本的心理欲求の充足に対する認知が媒介していることが示された。つまり、妻が配偶者の
応答性を高く知覚している場合は、本人の家事における共同的動機が強いほど、配偶者の関係性
欲求と有能性欲求が充足されていると認知しやすく、それを媒介して、妻本人の人生満足度が促
進されていた。一方、配偶者の応答性を低く知覚している場合は、このような媒介効果は認めら
れなかった。パートナーが自分の気持ちや欲求に受容的に応答することを期待できないような
関係では、パートナーの幸福への関心に基づきパートナーの欲求を充足するために家事を行お
うとしても、それがパートナーにとって効果的だとは感じられず、主観的幸福感が高まらなかっ
たと推測される。この結果の一部は、日本社会心理学会第 61 回大会において発表されている。 
 ② 個人間プロセス  家事における共同的動機がパートナーの主観的幸福感と関係満足度に

及ぼす影響について上記と同様の方法で分析した結果、（2）の①と類似した結果として、夫の共

同的動機がパートナーである妻の人生満足度に及ぼす影響が、夫による配偶者の応答性の知覚

によって調整されることが示された。夫が妻の応答性を高く知覚している場合は、夫の家事にお

ける共同的動機が強いほど、パートナーである妻の人生満足度が低かった。一方、夫が妻の応答

性を低く知覚している場合は、夫の共同的動機はパートナーの人生満足度に影響していなかっ

た。これはパートナーの応答性を高く知覚している場合に、共同的動機が強いことがパートナー

の主観的幸福感を低下させる可能性を示すものであり、予測に反する結果であった。この影響を

媒介する変数について検討したところ、家事を行う際に感じた後悔（過去 1 週間に行った家事に

対する感情として測定）が媒介していることが示された。つまり、夫が配偶者の応答性を高く知

覚している場合は、本人の家事における共同的動機が強いほど、パートナーである妻が家事にお

ける後悔を経験しやすく、それを媒介して、パートナーの人生満足度が低下していた。妻が自分

に対して応答的であることに安心して、パートナーの幸福のためという動機で家事を行う夫に

対して、その家事のやり方に異議を唱えにくくなった可能性が考えられる。この結果の一部は、

日本社会心理学会第 61 回大会において発表されている。 
 
（4）関係固有の交換的動機が本人とパートナーの主観的幸福感と関係満足度に影響する個人
内・個人間プロセス 
 夫婦ペアデータ（調査 3）について、関係固有の交換的動機（過去 1 週間で行った家事におけ
る動機として測定）が本人とパートナーに及ぼす影響を検討した。 

① 個人内プロセス  家事における交換的動機が本人の主観的幸福感と関係満足度に及ぼす
影響について上記と同様の方法で分析した結果、妻の交換的動機が妻本人の人生満足度に及ぼ
す影響が、妻による配偶者の応答性の知覚によって調整されることが示された。共同的動機によ
る恩恵のやり取りのリスクが高い場合に交換的動機が強いことが本人の主観的幸福感の低下を
防ぐという予測に反し、（3）の①の共同的動機と同様のパターンの結果が得られた。つまり、妻
が配偶者の応答性を高く知覚している場合は、妻の家事における交換的動機が強いほど、妻本人
の人生満足度が高かった。一方、妻が配偶者の応答性を低く知覚している場合、妻の交換的動機
は妻本人の人生満足度を低下させていた。配偶者の応答性を高く知覚しているときに、家事にお
ける交換的動機の強さが本人の自律性欲求の充足と有能性欲求の充足を促進するという調整効
果も認められたが、これらの変数による媒介効果は認められなかった。配偶者の応答性を高く知
覚する場合に、共同的動機だけでなく交換的動機も本人の主観的幸福感を高める可能性がある
ことは、夫婦関係において配偶者の応答性を高く知覚することの重要性を示すものと解釈でき
る。 
 ② 個人間プロセス 家事における交換的動機がパートナーの主観的幸福感と関係満足度に

及ぼす影響について上記と同様の方法で分析した結果、妻の交換的動機がパートナーである夫

の安静状態（過去 1 週間に経験した感情として測定）に及ぼす影響が、妻による配偶者の応答性

の知覚によって調整されることが示された。妻が夫の応答性を高く知覚している場合は、妻の交

換的動機が夫の安静状態に影響していなかった。一方、妻が夫の応答性を低く知覚している場合

は、妻の交換的動機は夫の安静状態を促進していた。限定的ではあるが、これはパートナーの応



答性を低く知覚する場合に、交換的動機が強いことがパートナーの主観的幸福感の低下を抑制

する可能性があることを示すものであり、予測と一貫する結果であった。調査 3 で測定した変数

について、この影響を媒介する変数は認められなかった。上記の個人内プロセスとは異なり、相

手の応答性を期待できないような状況で交換的動機による家事を続けることには、パートナー

を安心させる効果を持つ可能性が示唆される。 
 
（5）パートナーの応答性の知覚に応じた共同的動機の調整が本人とパートナーの主観的幸福感
と関係満足度に影響する個人内・個人間プロセス 
 夫婦の日誌法調査データ（調査 4）について、配偶者の応答性知覚に応じて家事における共同

的動機を調整する傾向（8 日間の日誌法調査データから配偶者の応答性の知覚が共同的動機に及

ぼす影響をランダム傾きとして推定）が本人とパートナーに及ぼす影響を同時に検討した。配偶

者の応答性知覚が家事における共同的動機に及ぼす影響については、個人間でばらつきがある

ことが確認された。 
 ① 個人内プロセス 夫婦の両者において、配偶者の応答性知覚から共同的動機への傾きは、

本人の主観的幸福感と関係満足度に有意な影響を及ぼしておらず、応答性知覚が平均レベルで

あった場合の共同的動機の強さ（切片）が本人の主観的幸福感と関係満足度に正の影響を及ぼし

ていた。 
 ② 個人間プロセス 夫婦の両者において、個人内プロセスと同様、配偶者の応答性知覚から

共同的動機への傾きは、パートナーの主観的幸福感と関係満足度に有意な影響を及ぼしておら

ず、応答性知覚が平均レベルであった場合の共同的動機の強さがパートナーの関係満足度に正

の影響を及ぼしていた。 
 以上より、比較的安定した関係の特徴としてのパートナーの応答性の知覚ではなく、日ごとに

変動する応答性の知覚に応じて共同的動機を敏感に調整することは、本人とパートナーにポジ

ティブな結果をもたらすわけではないことが示された。 
 
（6）パートナーの応答性の知覚に応じた交換的動機の調整が本人とパートナーの主観的幸福感
と関係満足度に影響する個人内・個人間プロセス 
 夫婦の日誌法調査データ（調査 4）について、配偶者の応答性知覚に応じて家事における交換

的動機を調整する傾向が本人とパートナーに及ぼす影響を同時に検討した。配偶者の応答性知

覚が家事における交換的動機に及ぼす影響については、個人間でばらつきがあることが確認さ

れた。 
 ① 個人内プロセス 予測と一貫して、夫婦の両者において、配偶者の応答性知覚が交換的動

機に負の影響を及ぼしている人（配偶者の応答性知覚が高いときには交換的動機が弱く、配偶者

の応答性知覚が低いときには交換的動機が強い人）ほど、人生満足度が高く、ポジティブ感情は

強く（過去 8 日間［日誌法調査期間］の感情として測定）、関係満足度は高いことが示された。

この影響を媒介する変数について検討したところ、家事を行う際に感じた本来感（過去 8 日間に

行った家事に対する感情として測定）、自律性欲求の充足、関係性欲求の充足が媒介しているこ

とが示された。つまり、配偶者の応答性知覚の低さに応じて家事における交換的動機を強めると

いう調整をしている人ほど、家事をしたときに本来感を感じやすく、自律性欲求と関係性欲求が

充足されやすく、それを媒介して、本人の主観的幸福感と関係満足度が促進されていた。 
 ② 個人間プロセス 配偶者の応答性知覚→交換的動機の傾きは、パートナーの主観的幸福感

と関係満足度に有意な影響を及ぼしていなかった。 
 以上より、上述の共同的動機とは異なり、日ごとに変動するパートナーの応答性の知覚に応じ

て交換的動機を敏感に調整することは、自分の意思に沿って恩恵提供（家事）を行うことにつな

がり、基本的心理的欲求の充足を促すことで、主観的幸福感の増進と関係の良好さの認知に寄与

していることが示唆される。 
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